
1番 増田議員 「地域の伝統を残していくためには」

質問（再質問） 答弁

（質問）
市が進める学校規模適正化の中で、学校が地域コミュニ
ティや文化継承において果たす役割について、どのよう
に認識しているのか。また、吉和の未来を担う子育て世
代を呼び込むためにも、今後の吉和学園をどのような学
校として維持・発展させていくのか、具体的な取り組み
はあるのか。

吉和学園は、伝統文化の継承や地域の一体感の醸成などの観点で、子ども達にとっても、地域にとっても大切な存在だと理解している。一方
で、小・中学校は、子ども達が将来、社会で生きていくために必要な基礎的な学力や社会性を身に付けることが一番の役割であり、友達の
色々な考え方に触れながら、自分の考えを広めたり、深めたりすることが大切である。吉和学園は、集団で学ぶことが難しくなってきてお
り、子ども達の教育環境をより良くしていくには佐伯地域の小・中学校との統合が良いと考えているが、学校の統合は、吉和地域の未来に
とって、とても大きなことであり、子ども達の将来を大切に考えながら、保護者や地域の皆さんと慎重に話し合いを重ねている。
吉和地域をこれから持続可能なものにするために、これまで取り組んできた吉和ふれあい交流センターなどの拠点整備や地域の人材を増やす
移住・定住の取り組みをはじめ、生活を支える公共交通の維持や診療所の確保、また暮らしに向けたデジタル技術の導入実証などに取り組む
ことで、地域の持続性を高めてきた。今後は、ホテルなどの観光関連施設の整備も期待できることから、吉和地域に観光という新たな産業が
芽吹くのではないかと考えている。当然、新たな働く場所として受け皿にもなり、定住につなげるとともに、観光客などの交流人口や吉和の
地域づくりを一緒に担っていただける関係人口の創出に向けた取組を進める。

（再質問）
この先の未来のためには、もっと早急な取り組みが必要
だと考えているが、市の意見はどうか。

「人材をふやす」「地域資源をいかす」「生活をささえる」をまちづくり施策の３つの柱と位置づけ、取組を進めることとしている。３つの
柱を総合的に取り組むことで、吉和地域の持続化に資することとしており、地域の皆さん（や増田議員）とともに盛り上げていきたい。



2番 桑原議員 「目指せ、美しい廿日市」

質問（再質問） 答弁

（質問）
有料のゴミ箱の導入を検討してはどうか。

街中でのポイ捨てゴミの削減を目的とした、有料ゴミ箱の導入は難しいと考えている。
ポイ捨ての防止につながる効果的な方法としては、ポイ捨てに対する罰則規定を定めて、金銭的な罰を与えることが予防策の一つとして考え
られるが、市民に罰を課するという行為は、行政といえども、非常に重い行為であるため、慎重に検討したいと考えている。
まずは、今実施している監視カメラの設置や巡回パトロールを強化し、不法投棄やポイ捨ての防止に努め、快適な生活環境の構築を進めてま
いりたい。

（再質問）
宮島に設置することで、観光客の関心を高めることがで
き、また、海外からお越しの方にも、ゴミ処理のルール
について理解を深めていただくきっかけになるのではな
いかと思うがどうか。

現在宮島においては、スマートゴミ箱を設置し、観光客から排出されたごみの回収をしている。また、来島者から訪問税をいただいており、
有料のゴミ箱となると税の二重取りにも捉えられるため、有料ゴミ箱の設置については難しいのではないかと考えているがゴミを減らすため
どのようなことができるのか考えていきたい。



3番 原議員 「現在の自然環境の維持について」

質問（再質問） 答弁

（質問）
廿日市市の豊かな自然を守り続けるために、どのような
取組や計画を考えているか。また、開発を進める際に
は、自然環境を守るためにどのような工夫をしているの
か。

市では、「生物多様性地域戦略」という大切な自然を将来の子どもたちへ引き継いでいくための計画づくりを進めており、その計画では、人
と自然との関わりを取り戻し、自然を守り育てていくことを大切にしている。また、「都市計画マスタープラン」という計画では、計画的な
都市整備を進めていくため、開発を誘導する場所や自然や農地を守る場所などを定めている。
これからも、子どもたちが自然に親しみ、その大切さや楽しさを実感できる機会を増やすとともに、人と自然が共に支え合い、自然と社会が
共生できるまちを目指していく。

（質問）
現在進められている開発にはどのような目的があり、 最
終的にどのようなまちづくりを目指しているのか。ま
た、今後も開発は続く予定なのか、それとも一定の段階
で終了する計画なのか。

宮島ＳＡ南側の「新機能都市開発事業」や二重原地区の「未来物流産業団地造成事業」などでは、工場や物流施設を十分な事業用地が確保で
きる丘陵部に誘導することで、住工混在の解消と市内産業の更なる発展につなげていくことを目的としている。また、「シビックコア地区整
備事業」では、こうした企業が移転した後の新たな土地を有効に活用しながら、行政、商業、文化、福祉などの機能を集めて、人が集まり、交
流できる拠点づくりを進めていきたいと考えている。
まちの中心部にいろいろなものを集積させて、効率や生産性を向上させることにより、人口が減少しても、その影響を受けにくいまちづくり
を目指している。
これらの取組が完了した後については、市が新たな大規模開発を次々と進めるという考えはない。

（再質問）
廿日市市で暮らしていく子どもたちにとって自然と触れ
合える環境を残すことが大切だと思う。
今後、子どもたちの意見を自然環境やまちづくりに生か
していく機会を増やす予定はあるのか。

大型の事業を進めるときには、必ず子どもたちや若い人たちの声を聞きながら、どのようなまちづくりがいいのかを考えるようにしている。
今後も、皆さんのような若い人たち、また、子どもを育てる若いお父さんお母さんといった声を聞きながら進めていきたい。



4番 野間議員 「廿日市市のEVバスについて」

質問（再質問） 答弁

（質問）
2024年12月に行われた実証実験の結果はどのようなもの
だったのか。

ＥＶバスの1回の充電での走行可能距離は約110kmという結果が出た。
ただし、市自主運行バスの路線の総走行距離は、1つの路線を除き、110kmを超えるため、現段階では導入の可能性がある路線はかなり限定さ
れていることが判明した。また運行経費について、中長期的にはバッテリー交換などの費用が必要になるため、殆どの路線で運行経費は下が
らない結果となった。

（質問）
その結果をもとに、廿日市市は今後、ＥＶバスについて
どのような方針を取っていくのか。

この度の実証実験により、ＥＶバスの導入にはバッテリー性能や走行可能距離などの課題も把握された。
しかし、ＥＶバスは技術革新が非常に早い分野であるため、本市としても、ゼロカーボンシティの実現に向け、技術開発の動向を注視しなが
ら、車両更新のタイミングに合わせ、 ＥＶバスを早期に導入できるよう進めてまいりたい。



5番 若村議員 「行事によって生まれる交流と地域活性化について」

質問（再質問） 答弁

（質問）
住民同士の交流が生まれる地域行事への若年層の参加率
の低さや参加率向上のための開催情報発信手段について
どう考えているのか。

行事への若い人の積極的な参加・参画は、地域への愛着を育むとともに、これからの地域活動（社会）の担い手づくりとして大変重要である
と認識している。
若い人に行事に参加してもらうために、紙媒体やデジタルツールの組み合わせにより多くの人に情報が届くよう工夫していきたい。また、行事
の開催にあたっては、企画の段階から若い皆さんに関わっていただき、若い人自身が情報発信することで、若年層の参加率向上につながると
考えている。

（質問）
廿日市では新機能都市開発事業やシビックコア地区整備
事業などの開発が進んでいる。そこで子どもが参加した
いと思えるようなイベントを開いてはどうか。

新機能都市開発事業では、観光交流エリアの一部において、広大な公園・芝生広場を整備し、イベントの開催など、新たな交流や賑わいを創
出する拠点にしていきたいと考えている。
また、市役所周辺のシビックコア地区整備事業では、子どもを中心に多世代が集うことで、賑わいと魅力あるまちづくりを進めることとして
おり、図書館などの公共施設の再整備にあたっては、施設と隣接する広場を配置するなど、賑わいを創出するための空間づくりも検討してい
るところである。
こうした多世代が関わり交流できる施設の特徴を生かし、誰もが参加したくなるようなイベントを開催するとともに、若い世代をはじめとする
市民の声等が形となる環境・仕組みを整え、市民の皆さんが主体となるイベント等を促し、賑わいの創出を図りたい。

（再質問）
子どもが主役となり、企画、発信をするイベントを定期
的に行ってはどうか。

廿日市市の「こども計画」でも、子どもたちや若い人のまちづくりへの参画や意見を聴く機会を増やす取組に力を入れている中、  一つの例と
して、今年１０月に開催される「はつかいち環境フェスタ２０２６」において、食品ロスなど生活に身近な問題を子どもたちと考えるトーク
ショーを開催することとしており、ぜひそのような場面で、いろいろな声を上げていただきたい。



6番 藤田議員 「夜道に光を灯す安心安全なまちづくり」

質問（再質問） 答弁

（質問）
佐伯地域の夜道の危険についてどのように考えているの
か。また、街灯の設置や点検はどのような基準で行われ
ているのか、今後の整備計画はどのように考えているの
か。

議員ご指摘の通り、夜間には暗く、通行者が不安を感じる場所があるかということは認識している。
具体的な設置基準であるが、道路照明については、交差点や横断歩道などの交通安全上、照明が必要な箇所には道路管理者が設置することと
しており、防犯灯については、「地域の実情にあわせ、防犯効果が高いと認められるものであること」、「防犯灯の間隔は、おおむね４０
メートル以上であること」、「夜間に自動で点灯する機能を備えたものであること」としている。
また、地域で設置する防犯灯については市が補助金を交付しており、地域で管理ができない場所には、状況に応じて市が防犯灯を設置してい
る。
皆さんの不安を解消し、子どもから高齢者まで安心して通行できるよう、環境の整備に取り組んでいく。

（再質問）
地域の負担だけに頼るのではなく、市が主体となって、
街路灯の設置や補助制度の充実を進めてはどうか。

補助金の増額など制度の拡充については、財政的にも制限がある中で、市の財政負担が大きくなることや、他の地域との公平性などについて
整理する必要があり、こうした部分に配慮しながら慎重に検討していきたい。
場所によっては市が防犯灯を設置することができるため、まずは具体的な場所について要望を出していただくことで、関係者と協議したうえ
で現地を点検し、状況に応じた方法で夜道の環境を改善していきたい。



7番 富島議員 「こどもたちと創る未来」

質問（再質問） 答弁

（質問）
子どもたちが主体となって市の魅力を発信する「廿日市
市こども大使」という制度を検討してはどうか。

地域のイベントや観光スポット、まちの魅力を子どもの目線で発信する取り組みについては、新しい魅力の発見や、子育てしやすいまちづく
りなどにも繋がり、これからの廿日市市にとって大変重要なことだと考えており、まずは、議員と同じような思いを持った子供がどのくらい
いるのか、またその発信方法や安全性などについてクリアしながら、制度構築に向けて取り組んでいきたいと考えている。廿日市子ども大使
制度の実現に向けて、前向きに検討していきたいと考えている。

（再質問）
定期的に行われるイベントを子供大使がＳＮＳで発信す
ることによって、イベントに関心を持つ人が増加し、廿
日市の新しい魅力も感じてもらえるのではないか。

様々な役割を若い人たちが担い、まちづくりに参画していただくことは、同世代の人たちの共感を呼ぶことになる。いろいろな課題をクリア
して子ども大使制度を実現したいと考えている。



8番 若田議員 「学校へのトイレ用擬音装置の設置について」

質問（再質問） 答弁

（質問）
子供たちが毎日を健康に、そして安心して過ごせる学校
づくりのために、廿日市市の小中学校のトイレに擬音装
置を設置してはどうか。

市内の小中学校２７校すべてに機器を設置するためには、多くの財政負担が生じることとなり、他の取組みと比較しながら優先順位を検討す
る必要がある。
多くの生徒の意向を確認し、具体的な声をまとめてみてはどうか。その上で、他の事業の必要性と比較しながら具体的な方策を一緒に考えて
いきたい。

（再質問）
一部の小・中学校で試験的にトイレを擬音装置を導入
し、水道代がどれだけ節約になるか、データをとって検
証してはどうか。

多くの生徒の必要性を伝えてもらえれば、十分検討した上で、試験的な導入も考えられ、その場合は、水道代のデータ検証については、教育
委員会で調査してみたいと思う。



9番 有本議員 「学校での英語教育についてと外国人住民の受け入れについて」

質問（再質問） 答弁

（質問）
宮島中学校での外国人観光客と積極的に交流する校外学
習による成功体験を、他の廿日市市内の学校へも広げて
いく考えはあるのか。

英語による実践的なコミュニケーション能力を育む取組は、これからのグローバル社会を生きる中学生にとって、とても大切なことだと考え
ている。より多くの中学生が授業で学んだ英語を積極的に使い、外国人と交流することができるよう、活動の幅を広げていきたい。

（質問）
子どもたちが身につけた異文化理解の力や積極性を、今
後の外国人住民の受け入れ体制づくりにどう活かしてい
くのか。

外国人の方々が住みやすく働きやすい環境を整えることは、本市の地域経済を持続可能なものにするために、大変重要である。日々の生活の
中で、特にコミュニケーションを図ることに関して、不安を感じていると思われることから、学生の皆さんにも、杉之浦地区で行われている
地域住民が交流する行事などに参加していただき、身につけた英語力や、異文化理解の力を生かして、積極的な交流をしていただきたい。交流
を通じてお互いの理解を深めることが、外国にルーツを持つ人たちにとっても住みやすい環境につながることから、市としても、交流の機会
を市内全域に広げていき、誰もが住みやすいまちづくりを進めていきたい。

（再質問）
市が作成する外国人向けの生活ガイドブックや、避難所
マップの作成に参画させてもらうなど、子どもと市が連
携した具体的なプロジェクトを立ち上げることはできな
いか。

多文化共生のまちづくりを進めていく上で、様々な取り組みに若い皆さんの力を発揮していただくことは、大変心強く感じている。今後は、
国際交流協会と連携して、交流行事などの際に、若い世代の”力”や”アイデア”を生かせるような機会をつくっていきたい。また、昨年度から
は、廿日市市の姉妹都市であるニュージーランド、マスタートンに派遣した中学生、高校生が中心になって、「経験者の会」を立ち上げ、海
外の経験で感じたことを伝えるなどの活動を行っている。国際交流や多文化共生に関心を持つ若い世代の皆さんにもぜひとも参加していただ
き、今後大人になっても、活動を続けることで、誰もが住みやすいまちづくりに貢献していただけると期待している。



10番 中島議員 「海が泣いている－廿日市から考える海洋プラスチック問題」

質問（再質問） 答弁

（質問）
海洋プラスチックごみの発生を減らして、環境保全の意
識を高めるための取り組みを増やしていくために考えて
いることはあるか。

企業や関係団体の皆さんによる活動との連携を深めながら、海洋ごみ対策に加え、藻場や干潟の保全・再生など、瀬戸内海の自然環境の向上
に向けた取組を進め、将来にわたり魚がたくさん釣れる豊かな海を引き継いでいけるよう、取り組んでいきたい。

（再質問）
プラスチックを海に出さない活動を、事業者だけではな
く市民全体で取り組むべきだが、廿日市市民に向けて、
今後働きかけようと考えていることはあるのか。

環境フェスタなどを通じて、マイボトルを使うことや、環境にやさしい商品を選ぶこと、ポイ捨てをしないことなど、日常生活の中で一人ひと
りができる取組を広く呼びかけ、市民の 皆さんと一緒に海洋プラスチックごみの削減に取り組んでいきた いと考えている。



11番 岡田議員 「熱中症から身を守ろう」

質問（再質問） 答弁

（質問）
クーリングシェル ターをいろいろな公共施設や民間施設
で増やしてはどうか。また、民間施設や公共施設が少な
い地域には、空き家を活用して気軽に立ち寄れる専用の
施設を設けることは可能か。

ご提案いただいた郵便局や薬局などとの連携は、多くの人が近くで休める場所を増やすことにつながるため、これからも事業者と協力し、利
用しやすい施設を増やしていきたい。
人が住んでいない空き家は、ドアの開け閉めを行う者がいないことに加え、電気契約がされていない場合が多く、使用可能なエアコンが設置
されていないといった課題があり、いつでも建物を開放でき、冷房も確実に使える環境ではないことから、クーリングシェルターとして利用
することは難しいと考えている。

（質問）
各学校へのチラシ配布や、通学路や道路沿いへののぼり
旗設置などで、クーリングシェルターを広めていく必要
もあると思うがどうか。

市のホームページや広報紙だけでなく、ポスターやのぼり旗などによりわかりやすく明示するとともに、学校とも連携して、通学時や下校時
に利用できるクーリングシェルターやクールスポットについて周知していきたい。

（再質問）
各学校、各公園の水道水を利用したミストシャワーの設
置や、子ども100当番の家をクーリングシェルター専用と
して設置することは可能か。

公園への一律的な導入については慎重に判断する必要があるが、多くの歩行者や公園利用者が訪れる新宮中央公園は、園内にせせらぎや噴水
施設を備え、水を活用した涼感や冷却効果を高める環境が整っていることから、ミストシャワー設置の候補地の一つとして検討できるものと
考えている。
こども１１０番の家は、一般の住宅であることが多く、居住者の負担やプライバシーへの配慮などの課題があることから、誰でも利用できる
クーリングシェルターとして指定することは難しいと考えている。


